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【
現
状
】

高
杉
晋
吾
「
三
重
の
未
組
織
部
落
ル
ポ
ー
一
一
一
重
県
松
阪
市
ｌ
部
落
『
混
住
・

分
散
Ⅱ
進
歩
』
論
に
乗
り
『
京
町
追
い
出
し
』
考
慮
中
の
行
政
」

（
『
部
落
解
放
』
’
五
五
号
、
ｎ
月
）

吉
田
・
村
上
・
藤
井
「
解
放
へ
の
日
々
Ｉ
戦
後
弱
年
の
夏
に
（
上
）
（
『
京

都
新
聞
』
連
載
）
」
（
同
右
）

平
野
一
郎
「
（
本
の
紹
介
）
解
放
新
聞
『
被
差
別
部
落
Ｉ
西
日
本
編
』
」

（
同
右
）

林
力
「
（
本
の
紹
介
）
平
野
一
郎
『
記
者
の
目
と
人
権
』
」
（
同
右
）

寺
沢
堯
運
・
林
要
三
・
多
田
敏
行
・
上
田
学
「
Ｔ
女
子
大
学
学
生
に
み
る
部

落
問
題
に
関
す
る
意
識
の
実
態
」

（
『
奈
良
部
落
解
放
研
究
』
二
号
、
ｎ
月
）

高
島
典
夫
「
部
落
問
題
に
関
す
る
教
職
員
の
意
識
」

（
『
な
が
さ
き
部
落
解
放
研
究
』
創
刊
号
、
ｎ
月
）

へ
特
集
〉
「
部
落
の
健
康
問
題
を
考
え
る
」

（
『
部
落
』
三
九
七
号
、
ｎ
月
）

佐
藤
圭
一
「
新
し
い
町
づ
く
り
（
住
宅
・
環
境
改
善
事
業
）
の
到
達
点
を
ふ

ま
え
て
」
（
『
部
落
問
題
研
究
』
六
五
号
、
ｎ
月
）

北
谷
正
「
苔
か
ら
抜
所
ｌ
和
歌
山
県
本
官
町
の
ま
ち
づ
く
り
」
（
同
右
）

唐
木
安
義
「
京
都
市
に
お
け
る
町
づ
く
り
の
現
状
と
問
題
点
」
（
同
右
）

三
谷
秀
治
「
同
特
注
の
再
延
長
を
め
ぐ
っ
て
」

（
『
部
落
』
三
九
七
号
、
ｎ
月
）

山
口
圭
「
（
動
向
）
行
政
・
全
解
連
主
催
の
『
同
和
行
政
の
あ
り
方
を
め

ぐ
る
懇
談
会
』
」
（
同
右
）

日
本
社
会
党
部
落
解
放
運
動
推
進
委
員
会
『
同
和
対
策
特
別
措
置
法
案
要
綱

（
第
一
次
案
）
』
（
同
上
、
ｎ
月
）

大
原
事
「
『
特
別
措
置
法
』
闘
争
の
総
括
と
新
し
い
総
合
立
法
」

（
『
部
落
解
放
』
一
五
六
号
、
ｎ
月
）

部
落
解
放
研
究
所
行
財
政
部
会
事
務
局
「
部
落
差
別
の
実
態
と
部
落
解
放
基

本
法
」
（
同
右
）

横
山
和
夫
「
神
戸
上
池
地
区
の
現
況
⑩
環
境
整
備
事
業
に
つ
い
て
」

●
 

宮
木
剛
「
戦
前
の
〃
一
一
一
角
同
盟
〃
は
、
い
、
ま
私
た
ち
に
何
を
教
え
て
い
る

か
Ｉ
『
一
一
一
重
の
未
組
織
ル
ポ
①
』
（
『
部
落
解
放
』
十
月
号
）
に
反
論
す

る
」
（
『
部
落
』
一
一
一
九
九
号
、
ｎ
月
）

上
田
一
雄
「
現
代
に
お
け
る
部
落
問
題
」

（
『
現
代
の
社
会
問
題
』
〈
季
刊
労
働
法
別
冊
七
号
〉
、
ｎ
月
）

北
九
州
市
教
育
委
員
会
『
同
和
問
題
に
つ
い
て
の
市
民
意
識
調
査
報
告
書
』

（
同
上
、
ｎ
月
）

【
行
政
】

’ 
都
合
解
放
研
究
関
係
文
献
目
録
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山
本
敏
貢
「
部
落
の
医
療
・
福
祉
を
考
え
る
」

山
田
順
子
「
最
近
の
同
和
地
区
の
健
康
問
題
Ｉ
保
健
婦
が
と
ら
え
た
現

状
」

舞
鶴
市
養
護
教
員
研
究
会
「
発
達
の
観
点
か
ら
部
落
の
子
ど
も
を
と
ら

え
る
」

重
村
梅
「
部
落
の
変
化
と
老
人
の
健
康
問
題
Ｉ
京
都
・
田
中
診
療
所

か
ら
」

三
村
正
弘
「
未
解
放
部
落
の
被
爆
者
ｌ
広
島
。
福
島
生
協
病
院
か
ら
」

ニ
ホ
ン
ミ
ッ
ク
『
切
抜
き
速
報
教
育
版
〈
人
権
と
福
祉
編
〉
』
一
九
八
○
年

五
号
（
同
上
、
ｎ
月
）

高
杉
晋
吾
「
三
重
の
未
組
織
部
落
ル
ポ
Ⅱ
一
一
一
重
県
南
牟
婁
郡
Ｉ
未
組
織
と
過

疎
の
荒
廃
に
生
き
る
」
（
『
部
落
解
放
」
一
五
六
号
、
ｎ
月
）

吉
田
・
村
上
・
藤
井
「
解
放
へ
の
日
々
Ｉ
戦
後
開
年
の
夏
に
（
中
）
（
『
京

都
新
聞
』
連
載
）
」
（
同
右
）

解
放
新
聞
社
『
被
差
別
部
落
（
東
日
本
編
）
』
（
三
一
書
房
、
ｎ
月
）

吉
田
・
村
上
・
藤
井
「
解
放
へ
の
日
々
ｌ
戦
後
弱
年
の
夏
に
（
下
）
（
『
京

都
新
聞
』
連
載
）
」
（
『
部
落
解
放
』
一
五
七
号
、
ｎ
月
）

上
杉
佐
一
郎
ほ
か
「
狭
山
闘
争
、
今
、
な
に
が
問
わ
れ
て
い
る
か
１
８
．
９

狭
山
中
央
討
論
集
会
よ
り
」
（
『
部
落
解
放
』
’
五
五
号
、
ｎ
月
）

上
杉
佐
一
郎
「
（
荊
冠
旗
）
反
動
化
に
抗
し
て
人
権
擁
護
の
先
頭
に
立
と

う
」
（
同
右
）

（
『
月
刊
部
落
問
題
』
四
八
号
、
ｎ
月
）

高
橋
藤
樹
「
尼
崎
市
に
お
け
る
同
和
行
政
の
現
状
と
課
題
」
（
同
右
）

寺
尾
孔
明
「
同
対
審
『
答
申
』
一
五
年
と
『
特
別
措
置
法
』
強
化
改
正
」

（
『
部
落
解
放
』
一
五
八
号
、
ｎ
月
）

原
田
伴
彦
「
戦
後
同
和
行
政
史
」
（
同
右
）

友
永
健
三
「
部
落
差
別
の
実
態
と
部
落
解
放
基
本
法
」
（
同
右
）

へ
特
集
〉
「
今
後
の
同
和
行
政
を
考
え
る
」
（
『
部
落
』
三
九
九
号
、
ｎ
月
）

三
谷
秀
治
「
同
和
行
政
と
個
人
施
策
」

内
田
正
志
「
神
戸
市
に
お
け
る
同
和
対
策
と
し
て
の
住
宅
改
良
の
進
捗

状
況
と
こ
ん
ご
の
課
題
」

池
田
孝
雄
「
現
地
報
告
・
生
活
の
自
立
を
求
め
て
ｌ
白
浜
町
平
間
地
区

の
場
合
」

横
山
和
夫
「
神
戸
上
池
地
区
の
現
況
②
１
校
区
改
正
と
小
学
校
移
転
に
つ
い

て
」
（
『
月
刊
部
落
問
題
』
四
九
号
、
ｎ
月
）

今
田
保
「
（
高
知
か
ら
の
通
信
）
荒
れ
る
土
佐
の
海
Ｉ
海
の
同
対
事
業
・

同
和
観
光
船
問
題
」
（
同
右
）

新
市
町
・
新
市
町
教
育
委
員
会
『
新
市
町
同
和
対
策
基
本
方
針
お
よ
び
指

針
』
（
同
上
、
１
９
８
０
年
９
月
）

【
運
動
】

二
九
八
○
年
十
月
Ｕ
十
二
月
Ｉ

研究部
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部
落
解
放
同
盟
熊
本
県
連
合
会
「
い
ば
ら
’
一
一
度
の
結
婚
差
別
を
受
け
て

（
部
落
解
放
第
型
回
全
国
青
年
集
会
で
の
報
告
か
ら
）
」
（
同
右
）

西
岡
智
「
第
一
回
全
青
参
加
の
思
い
出
と
青
年
に
期
待
す
る
も
の
」

（
同
右
）

雛
元
昌
弘
「
狭
山
裁
判
の
『
真
実
』
に
つ
い
て
考
え
る
７
１
証
拠
に
お
け
る

裁
判
の
不
公
正
」
（
『
解
放
教
育
』
一
一
一
七
号
、
ｎ
月
）

丹
波
正
史
「
（
動
向
）
運
動
・
新
た
な
芽
を
育
て
た
’
第
十
回
部
落
解
放
全

国
青
年
交
流
集
会
」
（
『
部
落
』
一
一
一
九
七
号
、
ｎ
月
）

野
間
宏
「
狭
山
裁
判
（
第
五
八
回
）
Ｉ
再
審
棄
却
決
定
批
判
（
７
）
」

（
『
世
界
』
四
一
九
号
、
ｎ
月
）

小
森
龍
邦
「
差
別
図
書
購
入
企
業
・
中
国
電
力
へ
の
糾
弾
の
あ
り
方
（
１
）

（
２
）
」
（
『
解
放
運
動
と
同
和
教
育
』
一
一
四
八
号
、
一
一
四
九
号
、
ｎ
月
）

植
松
美
行
「
狭
山
事
件
」

（
『
無
実
Ｉ
冤
罪
事
件
に
関
す
る
ｎ
章
』
所
収
、
三
一
書
房
、
ｎ
月
）

田
中
二
郎
・
佐
藤
功
・
野
村
二
郎
編
「
狭
山
事
件
ｌ
別
件
逮
捕
と
差
別
捜

査
」
（
『
戦
後
政
治
裁
判
史
論
』
第
四
巻
所
収
、
第
一
法
規
出
版
、
ｎ
月
）

部
落
解
放
同
盟
中
央
本
部
『
部
落
解
放
三
大
闘
争
勝
利
。
組
織
強
化
全
国
大

行
動
要
綱
』
（
同
上
、
ｎ
月
）

「
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
」
強
化
改
正
要
求
国
民
運
動
城
北
実
行
委
員

会
『
「
特
別
措
置
法
」
の
強
化
改
正
は
市
民
の
人
権
と
福
祉
を
守
る
』

（
同
上
、
ｎ
月
）

兵
庫
部
落
解
放
研
究
所
『
第
一
期
解
放
学
校
受
講
生
ノ
ー
ト
』

（
同
上
、
ｎ
月
）

国
民
融
合
を
め
ざ
す
部
落
問
題
全
国
会
議
『
国
民
融
合
通
信
』
叱
而

●
 

会
『
部
落
差
別
の
実
態
と
「
特
別
措
置
法
」
強
化
改
正
』
（
同
上
、
ｎ
月
）

解
放
新
聞
社
『
解
放
新
聞
（
縮
刷
版
）
』
第
八
巻
（
同
上
、
ｎ
月
）

「
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
」
強
化
改
正
要
求
国
民
運
動
中
央
実
行
委
員

会
『
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
の
強
化
改
正
に
つ
い
て
』

（
同
上
、
ｎ
月
）

狭
山
中
央
闘
争
委
員
会
『
速
や
か
に
事
実
調
べ
を
』
〈
狭
山
差
別
裁
判
第
八

四
号
〉
（
同
上
、
ｎ
月
）

中
山
武
敏
「
常
識
に
反
し
た
四
シ
谷
棄
却
決
定
Ｉ
狭
山
・
異
議
申
立
補
充
書

要
旨
」
（
『
部
落
解
放
』
一
五
七
号
、
ｎ
月
）

西
岡
智
「
『
狭
山
』
再
審
闘
争
と
司
法
共
闘
」

（
『
部
落
解
放
』
一
五
八
号
、
ｎ
月
）

上
杉
佐
一
郎
「
八
○
年
代
の
部
落
解
放
の
展
望
」
（
同
右
）

向
井
正
「
『
窓
口
｜
本
化
』
の
原
則
の
堅
持
と
そ
の
具
体
的
対
応
に
つ
い

て
」
（
同
右
）

谷
木
寛
作
「
部
落
解
放
共
闘
の
歴
史
と
課
題
」
（
同
右
）

吉
村
励
「
職
場
の
差
別
実
態
と
労
働
運
動
」
（
同
右
）

雛
元
昌
弘
「
狭
山
裁
判
の
『
真
実
』
に
つ
い
て
考
え
る
９
１
総
合
評
価
に
つ

い
て
（
そ
の
１
）
」
（
『
解
放
教
育
』
一
二
九
号
、
ｎ
月
）

長
田
悟
「
（
動
向
）
運
動
・
岡
山
市
に
お
け
る
八
○
年
全
国
闘
争
の
と
り

く
み
に
つ
い
て
」
（
『
部
落
』
三
九
九
号
、
ｎ
月
）

野
間
宏
「
狭
山
裁
判
（
第
六
○
回
）
Ｉ
再
審
棄
却
決
定
批
判
（
９
）
」

（
『
世
界
』
四
一
二
号
、
ｎ
月
）

小
森
龍
邦
「
東
洋
工
業
の
『
部
落
地
名
総
鑑
』
購
入
事
件
の
現
段
階
に
お
け

る
争
点
（
１
）
（
２
）
」
（
『
解
放
運
動
と
同
和
教
育
』
一
一
五
一
一
号
、
一
一

（
同
上
、
如
月
）

狭
山
中
央
闘
争
委
員
会
『
狭
山
を
万
人
の
も
の
に
』
〈
狭
山
差
別
裁
判
第
八

一
一
一
号
〉
（
同
上
、
ｎ
月
）

山
上
益
朗
「
狭
山
再
審
請
求
の
現
状
と
課
題
」

（
『
部
落
解
放
研
究
』
一
一
三
号
、
ｎ
月
）

木
津
譲
「
『
部
落
地
名
総
鑑
』
と
身
元
調
査
の
実
態
」
（
同
右
）

研
究
所
研
究
部
行
財
政
部
会
事
務
局
「
『
特
別
措
置
法
』
強
化
改
正
、
『
基

本
法
』
制
定
に
む
け
て
」
（
同
右
）

磯
村
英
一
「
部
落
問
題
の
今
日
的
課
題
」

（
『
部
落
解
放
』
一
五
六
号
、
ｎ
月
）

八
木
晃
介
「
重
層
化
す
る
排
除
の
構
造
Ｉ
安
田
信
託
銀
行
の
差
別
事
件
」

（
同
右
）

大
川
順
「
乱
脈
・
同
和
会
（
佐
賀
県
連
）
の
威
圧
を
は
ね
と
ば
す
Ｉ
佐
賀

県
・
大
和
町
」
（
同
右
）

橋
本
要
「
開
設
さ
れ
た
狭
山
現
地
事
務
所
」
（
同
右
）

雛
元
昌
弘
「
狭
山
裁
判
の
『
真
実
』
に
つ
い
て
考
え
る
８
１
証
拠
判
断
の
具

体
性
・
客
観
性
・
合
理
性
に
つ
い
て
」

（
『
解
放
教
育
』
一
一
一
八
号
、
ｎ
月
）

岡
田
雅
一
「
新
大
和
交
通
事
件
Ｉ
部
落
住
民
の
生
活
権
を
不
当
に
奪
う
」

（
『
部
落
』
一
一
一
九
八
号
、
ｎ
月
）

別
所
秀
夫
「
（
動
向
）
運
動
・
就
職
選
考
時
に
基
本
的
人
権
を
」
（
同
右
）

野
間
宏
「
狭
山
裁
判
（
第
五
九
回
）
Ｉ
再
審
棄
却
決
定
批
判
（
８
）
」

（
『
世
界
』
四
一
一
○
号
、
ｎ
月
）
、

「
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
」
強
化
改
正
要
求
国
民
運
動
中
央
実
行
委
員

馬
原
鉄
男
「
民
主
主
義
の
課
題
と
今
日
の
部
落
問
題
」

（
『
部
落
問
題
研
究
』
六
五
号
、
ｎ
月
）

真
田
是
「
現
代
独
占
資
本
主
義
と
部
落
問
題
」
（
同
右
）

中
西
義
雄
「
部
落
解
放
運
動
と
国
民
的
融
合
論
」
（
同
右
）

へ
第
一
一
回
部
落
解
放
研
究
者
集
会
〉
（
『
部
落
解
放
研
究
』
二
一
一
一
号
、
ｎ
月
）

大
賀
正
行
「
部
落
解
放
理
論
の
論
争
点
」

編
集
部
「
部
落
解
放
研
究
関
係
文
献
目
録
」
（
同
右
）

福
岡
安
則
「
部
落
差
別
と
社
会
学
’
第
弱
回
日
本
社
会
学
大
会
『
差
別
問

五
三
号
、
ｎ
月
）

へ
特
集
〉
「
闘
い
の
輪
を
広
げ
、
差
別
撤
廃
に
た
ち
あ
が
れ
Ｉ
近
畿
二
府
四

県
オ
ル
グ
、
点
検
闘
争
報
告
」
（
『
荊
冠
旗
」
九
号
、
ｎ
月
）

大
賀
正
行
「
部
落
解
放
運
動
の
今
日
的
課
題
」
（
同
右
）

中
谷
源
司
・
渡
辺
俊
雄
。
井
上
吉
弘
・
松
葉
勝
義
「
〈
座
談
会
〉
八
○
年
代

の
部
落
解
放
運
動
②
」
（
同
右
）

連
合
研
事
務
局
「
差
別
『
前
歴
換
算
』
③
ｌ
賃
金
と
差
別
」
（
同
右
）

自
治
研
中
央
推
進
委
員
会
事
務
局
「
第
四
年
次
自
治
研
分
科
会
別
研
究
実
践

課
題
’
第
ｕ
部
落
解
放
分
科
会
」

（
『
月
刊
自
治
研
』
二
五
五
号
、
ｎ
月
）

部
落
解
放
同
盟
大
阪
府
連
合
会
『
部
落
解
放
府
政
推
進
に
関
す
る
要
求
書
』

（
同
上
、
ｎ
月
）

狭
山
中
央
闘
争
委
員
会
『
異
議
申
立
て
の
棄
却
を
許
す
な
』
〈
狭
山
差
別
裁

判
八
五
号
〉
（
同
上
、
ｎ
月
）

【
理
論
】

‐
，
‐
‐
・
け
。
‐
小
出
Ｊ
必
◆
‐
Ｐ
。
、
Ｐ
△
巳

ｉ
‐
古
・
・
》
・
…
，
‐
ｌ
Ⅲ
ｌ
ト
徴
！
＋
＃
＃
Ⅱ
ｋ
凶
⑪
叱
彗
雁
二
』
一
一
雁
ｒ
、
小
・
一
心
←
に
蔓
い
獄
…
＃
侭
・
〆
咳
き
斬
呵
，
．
勾
込
‐
ず
》
』
咋
乱
」
：
．
’
・
Ｐ
｜
：
ｆ
騨
乢
卜
。
ｒ
１
ｌ
瞬
巾
シ
』
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四
国
地
区
同
和
教
育
研
究
協
議
会
『
第
二
七
回
四
国
地
区
同
和
教
育
研
究
大

会
報
告
』
（
高
知
県
同
和
教
育
研
究
協
議
会
、
ｎ
月
）

梅
原
達
也
「
解
放
教
育
を
め
ぐ
る
覚
え
書
き
」

（
『
部
落
解
放
研
究
』
一
一
三
号
、
ｎ
月
）

へ
特
集
〉
「
生
活
と
歴
史
を
共
有
し
つ
つ
’
第
ｎ
回
全
国
解
放
教
育
研
究
集

会
」
（
『
解
放
教
育
』
一
一
一
八
号
、
ｎ
月
）

中
村
拡
三
「
子
ど
も
会
入
門
２
Ｉ
子
ど
も
会
の
指
導
計
画
」
（
同
右
）

佐
古
田
好
一
「
（
動
向
）
教
育
・
教
育
反
動
の
『
は
ぐ
る
ま
』
攻
撃
」

（
『
部
落
』
一
一
一
九
八
号
、
ｎ
月
）

東
上
高
志
「
講
座
・
こ
れ
か
ら
の
同
和
教
育
６
１
部
落
問
題
の
学
習
（
そ
の

３
）
全
体
像
」
（
同
右
）

へ
特
集
〉
「
部
落
問
題
学
習
」
（
『
月
刊
は
ぐ
る
ま
』
四
二
号
、
ｎ
月
）

東
上
高
志
「
学
校
教
育
に
お
け
る
部
落
問
題
学
習
」

浜
田
博
生
「
小
学
校
に
お
け
る
部
落
問
題
学
習
」

谷
口
幸
男
「
中
学
校
歴
史
的
分
野
に
お
け
る
部
落
問
題
学
習
」

谷
口
勝
己
「
中
学
校
地
理
的
分
野
に
お
け
る
部
落
問
題
・
人
権
学
習
に

つ
い
て
」

田
中
滋
「
中
学
校
公
民
的
分
野
に
お
け
る
部
落
問
題
学
習
」

山
田
稔
「
高
校
の
部
落
問
題
学
習
Ｉ
滋
賀
県
内
の
と
り
く
み
を
中
心

に
」

奥
西
一
夫
「
小
学
校
社
会
科
教
科
書
の
部
落
問
題
記
述
に
つ
い
て
」

東
上
高
志
「
物
語
。
戦
後
同
和
教
育
三
○
年
（
連
載
第
四
一
回
）
Ｉ
滋
同
教

に
み
る
同
和
教
育
研
究
」
（
同
右
）

鈴
木
祥
蔵
「
戦
後
教
育
思
想
批
判
８
１
能
力
主
義
克
服
の
た
め
に
②
」

題
』
部
会
の
報
告
」
（
『
部
落
解
放
』
一
五
六
号
、
ｎ
月
）

植
松
健
郎
「
部
落
問
題
は
海
外
で
ど
う
理
解
さ
れ
て
い
る
か
」

（
『
差
別
と
た
た
か
う
文
化
」
九
号
、
ｎ
月
）

青
木
孝
寿
「
（
動
向
）
研
究
・
第
十
一
回
東
日
本
部
落
問
題
研
究
集
会
」

（
『
部
落
』
三
九
八
号
、
ｎ
月
）

小
森
龍
邦
『
部
落
解
放
の
主
体
形
成
の
理
論
』
（
東
方
出
版
、
ｎ
月
）

八
木
晃
介
「
差
別
の
意
識
構
造
」
（
『
部
落
解
放
』
一
五
八
号
、
ｎ
月
）

村
越
末
男
「
部
落
解
放
理
論
入
門
」
（
同
右
）

大
賀
正
行
「
部
落
解
放
理
論
論
争
と
課
題
」
（
同
右
）

山
下
恒
男
「
差
別
の
心
的
構
造
（
第
９
回
）
Ｉ
差
別
・
偏
見
研
究
と
心
理
学

Ｉ
日
本
の
場
合
」
（
『
福
祉
労
働
』
九
号
、
ｎ
月
）

橋
本
要
「
私
た
ち
は
戦
争
も
差
別
も
ゆ
る
し
ま
せ
ん
Ｉ
長
野
市
協
大
豆
島

支
部
解
放
こ
ど
も
会
八
・
六
同
盟
登
校
」

（
『
部
落
解
放
』
’
五
五
号
、
ｎ
月
）

中
村
拡
三
「
子
ど
も
会
入
門
１
Ｉ
子
ど
も
会
の
自
主
性
と
指
導
」

（
『
解
放
教
育
』
一
二
七
号
、
如
月
）

元
木
健
「
（
図
書
紹
介
）
中
野
陸
夫
編
『
教
科
教
育
に
お
け
る
人
間
解
放

の
理
論
と
展
開
』
」
（
同
右
）

仲
田
陽
一
二
九
六
○
年
代
同
和
教
育
運
動
の
到
達
点
Ｉ
前
半
期
を
中
心

に
」
（
『
部
落
問
題
研
究
』
六
五
号
、
ｎ
月
）

東
上
高
志
「
講
座
・
こ
れ
か
ら
の
同
和
教
育
５
１
部
落
問
題
の
学
習
（
そ
の

２
）
重
視
し
た
い
こ
と
」
（
『
部
落
』
三
九
七
号
、
ｎ
月
）

【
解
放
教
育
】

Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
１
禰
１
，
‐
“
１
１
１
１
‐
ｌ
１
１
１
１
１
噸
Ｉ

？
？
，
ｔ
Ⅱ
蔀
…
・
Ｉ
州
Ⅱ
山
山
ｉ
ｒ
が
ｊ
ｆ
ｆ
隣
Ｌ
膨
刈
鮫
臘
僻
猷
卜
舸
蝋
膳
侭
絆
臓
胆
駄
鮓
慨
駄
胱
鰍
研
牌
附
撰
脚
股
間
猟
神
岡
に
但
侭
ｆ
ｆ
萱
』
勝
二
患
十
溌
騨
鰐
午
砿
壱
参
一
雲
〉
〉
顔
ｉ
修
旛
，
毎
墜

（
『
現
代
教
育
科
学
』
二
八
八
号
、
ｎ
月
）

大
阪
府
立
高
等
学
校
同
和
教
育
研
究
会
『
高
校
同
和
教
育
研
究
集
会
Ｉ
高
校

同
和
教
育
の
現
状
と
課
題
』
（
同
上
、
ｎ
月
）

大
阪
府
同
和
教
育
研
究
協
議
会
『
大
阪
の
同
和
教
育
第
九
集
』
〈
伽
第
加
回

全
国
同
和
教
育
研
究
（
高
知
）
大
会
報
告
集
〉
（
同
上
、
ｎ
月
）

福
岡
県
同
和
教
育
研
究
協
議
会
『
第
三
回
全
国
解
放
保
育
研
究
集
会
（
要

録
）
』
（
第
三
回
全
国
解
放
保
育
研
究
集
会
福
岡
県
実
行
委
員
会
、
ｎ
月
）

全
国
同
和
教
育
研
究
協
議
会
第
釦
回
大
会
高
知
県
実
行
委
員
会
『
第
釦
回
全

国
同
和
教
育
研
究
大
会
（
資
料
）
』
（
同
上
、
ｎ
月
）

第
三
回
全
国
解
放
保
育
研
究
集
会
地
元
実
行
委
員
会
『
解
放
保
育
を
着
実
に

推
進
す
る
た
め
に
』
（
奈
良
県
解
放
保
育
連
絡
会
、
ｎ
月
）

永
井
等
、
篭
原
裕
明
ほ
か
「
〈
座
談
会
〉
北
九
州
市
に
お
け
る
身
元
調
査
の

実
態
と
進
路
保
障
の
取
り
く
み
」
（
『
部
落
解
放
』
一
五
七
号
、
ｎ
月
）

谷
内
照
義
「
同
和
教
育
の
歴
史
と
課
題
」

（
『
部
落
解
放
』
一
五
八
号
、
ｎ
月
）

山
中
多
美
男
「
子
ど
も
と
家
庭
と
保
育
所
」
（
同
右
）

林
力
「
最
近
の
差
別
事
件
と
解
放
教
育
の
課
題
」
（
同
右
）

谷
内
照
義
「
第
三
一
一
回
全
局
教
大
会
を
む
か
え
て
」

（
『
解
放
教
育
』
一
二
九
号
、
ｎ
月
）

寺
沢
亮
一
・
梅
原
達
也
ほ
か
「
〈
座
談
会
〉
解
放
教
育
の
原
点
は
何
か
ｌ
全

同
教
に
期
待
す
る
も
の
」
（
同
右
）

関
本
紀
美
子
「
八
○
年
代
の
保
育
の
創
造
に
む
け
て
’
第
一
回
全
国
保
育
集

会
か
ら
」
（
同
右
）

福
地
幸
造
「
続
・
残
硯
周
辺
〈
最
終
回
〉
」
（
同
右
）

へ
特
集
〉
「
読
み
書
き
計
算
」
（
『
月
刊
は
ぐ
る
ま
』
四
一
号
、
ｎ
月
）

岸
本
裕
史
「
読
み
書
き
計
算
の
発
達
的
意
義
」

東
上
高
志
「
物
語
・
戦
後
同
和
教
育
三
○
年
（
連
載
第
四
○
回
）
Ｉ
吉
岡
時

夫
と
『
橋
の
な
い
川
』
上
映
運
動
」

（
『
月
刊
は
ぐ
る
ま
』
四
一
号
、
ｎ
月
）

山
中
多
美
男
「
第
一
回
全
国
保
育
集
会
分
科
会
報
告
（
第
、
分
科
会
）
同
和

保
育
入
門
Ｉ
差
別
を
見
ぬ
き
、
差
別
を
許
さ
な
い
保
育
を
」

（
『
は
ら
つ
ば
』
’
三
号
、
ｎ
月
）

鳥
取
県
東
郷
保
育
所
「
同
和
保
育
の
現
場
か
ら
１
１
伝
承
遊
び
」
（
同
右
）

坪
井
恵
子
ほ
か
「
私
の
教
育
実
践
（
全
国
教
研
レ
ポ
ー
ト
か
ら
）
〈
四
人
権

教
育
〉
」
（
『
教
育
評
論
』
一
一
一
九
六
号
、
ｎ
月
）

鈴
木
祥
蔵
「
戦
後
教
育
思
想
批
判
７
１
能
力
主
義
克
服
の
た
め
に
」

（
『
現
代
教
育
科
学
』
二
八
七
号
、
如
月
）

谷
口
幸
男
・
弁
上
司
「
第
六
分
科
会
・
人
権
と
民
族
（
歴
史
教
育
者
協
議
会

第
釦
回
神
奈
川
大
会
報
告
集
）
」

（
『
歴
史
地
理
教
育
』
三
一
一
一
号
、
ｎ
月
）

三
苫
鐵
児
「
（
狙
撃
兵
）
『
解
放
の
学
力
』
に
つ
い
て
」

（
「
月
刊
労
働
組
合
』
一
六
一
一
一
号
、
ｎ
月
）

大
阪
同
和
保
育
連
絡
協
議
会
『
第
辿
回
大
阪
「
同
和
」
保
育
研
究
集
会
（
討

議
資
料
）
』
（
同
上
、
ｎ
月
）

全
国
同
和
教
育
研
究
協
議
会
『
資
料
「
部
落
問
題
を
解
決
し
て
い
く
う
え
で

の
教
育
上
の
諸
問
題
と
課
題
に
つ
い
て
」
』
（
同
上
、
ｎ
月
）

部
落
解
放
同
盟
大
阪
府
連
合
会
生
江
支
部
書
記
局
『
一
九
八
○
年
教
育
現
場

の
あ
い
つ
ぐ
差
別
事
件
資
料
集
』
（
同
上
、
ｎ
月
）
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特
集
〉
「
綴
方
の
伝
統
を
い
ま
に
」
（
『
解
放
教
育
』
一
一
一
一
○
号
、
ｎ
月
）

玉
本
格
卯
小
西
健
二
郎
・
玉
田
勝
郎
「
兵
庫
に
お
け
る
生
活
綴
方
の
歴

史
と
実
践
」

中
川
福
督
「
教
師
か
ら
親
へ
、
親
か
ら
教
師
へ
Ｉ
往
復
書
簡
を
ク
ラ
ス

へ
」

奥
川
英
文
「
共
生
・
共
育
の
視
点
か
ら
」

松
原
市
立
第
三
中
学
校
「
あ
る
中
学
生
の
変
ノ
ー
ト
」

更
池
子
ど
も
会
「
は
た
ら
き
つ
づ
け
て
今
Ｉ
聞
き
書
き
漬
ず
る
子
ど
も

会
」

坂
下
強
「
林
竹
二
の
授
業
の
ひ
と
つ
の
観
か
た
に
つ
い
て
‐
｜

山
田
彰
道
「
福
地
幸
造
雑
事
の
こ
と
」

福
地
幸
造
「
分
裂
に
つ
い
て
Ｉ
教
訓
は
引
き
だ
せ
る
か
」

東
上
高
志
「
講
座
・
こ
れ
か
ら
の
同
和
教
育
７
１
部
落
問
題
の
学
習
（
そ
の

４
）
小
学
校
」
（
『
部
落
』
一
一
一
九
九
号
、
ｎ
月
）

へ
特
集
〉
「
人
権
の
教
育
と
生
活
綴
方
」

（
『
月
刊
は
ぐ
る
ま
』
四
三
号
、
ｎ
月
）

東
上
高
志
「
物
語
・
戦
後
同
和
教
育
一
一
一
○
年
（
連
載
第
四
二
回
）
Ｉ
原
田
覚

次
・
由
と
関
東
の
同
和
教
育
」
（
同
右
）

木
下
繁
弥
「
個
々
の
子
ど
も
の
発
達
と
基
礎
学
力
の
保
障
Ｉ
学
力
保
障
の
理

念
と
課
題
」
（
『
現
代
教
育
科
学
』
一
一
八
九
■
一
つ
、
ｎ
月
）

鈴
木
祥
蔵
「
戦
後
教
育
思
想
批
判
９
１
能
力
主
義
克
服
の
た
め
に
⑧
」

（
同
右
）

近
畿
大
学
同
和
教
育
推
進
委
員
会
『
解
放
（
同
和
）
教
育
の
歩
み
と
課
題
Ｉ

開
講
五
周
年
に
あ
た
っ
て
』
（
同
上
、
ｎ
月
）

柴
山
恵
美
子
「
現
代
世
界
と
女
性
解
放
」

（
『
部
落
解
放
』
一
五
八
号
、
ｎ
月
）

堀
一
郎
「
平
和
と
軍
縮
の
課
題
」
（
同
右
）

清
水
澄
子
「
『
国
際
婦
人
年
』
中
間
総
括
と
女
性
差
別
」
（
同
右
）

銭
本
三
千
年
「
『
国
際
障
害
者
年
』
と
日
本
の
課
題
」
（
同
右
）

季
清
一
「
国
際
人
権
規
約
発
効
一
周
年
と
今
後
の
課
題
」
（
同
右
）

和
島
岩
吉
「
エ
ン
罪
と
再
審
法
の
改
正
」
（
同
右
）

へ
特
集
〉
「
イ
ン
ド
に
お
け
る
反
差
別
・
解
放
運
動
」

（
『
部
落
解
放
史
ふ
く
お
か
』
二
二
号
、
ｎ
月
）

小
田
明
・
原
田
貢
ほ
か
「
〈
座
談
会
〉
イ
ン
ド
被
差
別
カ
ー
ス
ト
解
放

運
動
に
学
ぶ
も
の
」

Ｄ
ｏ
Ｎ
・
サ
ン
ダ
ン
シ
フ
「
マ
ラ
タ
ワ
ダ
地
方
の
反
革
命
に
関
す
る
考

察
」

薄
井
一
夫
「
イ
ン
ド
に
お
け
る
不
可
触
差
別
の
実
態
１
１
．
Ｐ
・
デ
サ

イ
『
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
農
村
に
お
け
る
不
可
触
民
制
』
を
通
し
て
」

Ｐ
・
タ
ン
ガ
ラ
ー
ジ
「
パ
ッ
ラ
ン
と
は
ど
ん
な
人
た
ち
か
？
ｕ
Ｉ
南
イ

ン
ド
・
タ
ミ
ル
州
の
被
差
別
カ
ー
ス
ト
（
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
と
Ⅱ

パ
ッ
ラ
ン
の
歴
史
と
現
状
」

ｖ
・
Ｔ
・
ラ
ジ
シ
ニ
カ
ー
。
シ
ニ
テ
ィ
ー
「
ア
ム
ベ
ド
カ
ル
と
彼
の
改

一
不
」

へ
特
集
ｖ
「
被
抑
圧
者
の
た
た
か
い
と
展
望
」

（
『
解
放
教
育
』
’
二
九
号
、
⑫
月
）

山
下
栄
一
「
国
際
障
害
者
年
を
機
に
『
障
害
者
」
解
放
教
育
の
展
望
を

き
り
開
こ
う
」

、
Ⅱ
■
０
Ⅱ
Ｄ
ｐ
ｑ
０
Ｌ
ｖ
Ｄ
▽
ｌ
Ｑ
Ｖ
０
ｊ
Ｖ
０
Ｕ
Ｉ
叩
、
０
０
０
０
０
Ⅱ
Ｕ
ｕ
Ｕ
０
ｌ
Ｕ
ｒ
Ｉ
Ｕ
Ｖ
０
呵
仰
■
・
０
４
・
Ｉ
１
９
Ｑ

【
人
権
】

建
嶋
雪
嶺
「
（
本
の
紹
介
）
守
川
正
道
『
差
別
か
ら
み
た
世
界
史
』
」

（
『
部
落
解
放
』
一
五
五
号
、
ｎ
月
）

柴
山
恵
美
子
「
婦
人
差
別
撤
廃
条
約
と
日
本
の
課
題
」

（
『
解
放
教
育
」
一
一
一
七
号
、
ｎ
月
）

高
木
典
子
「
女
性
解
放
講
座
週
Ｉ
北
欧
の
女
性
た
ち
。
大
阪
府
海
外
婦
人
問

題
調
査
団
に
参
加
し
て
」
（
『
は
ら
つ
ば
』
一
一
一
一
号
、
ｎ
月
）

〈
特
集
〉
「
男
女
平
等
の
新
展
開
」
（
『
ジ
ニ
リ
ス
ト
』
七
一
一
五
号
、
ｎ
月
）

日
本
弁
護
士
連
合
会
国
会
等
対
策
会
議
再
審
法
改
正
部
会
『
日
弁
連
再
審
通

信
』
川
、
（
同
上
、
ｎ
月
）

人
権
擁
護
協
力
会
通
信
編
集
部
『
人
権
通
信
」
Ｍ
Ⅳ
（
同
上
、
ｎ
月
）

高
木
典
子
「
女
性
差
別
と
人
権
Ｉ
女
性
二
○
番
に
あ
ら
わ
れ
た
差
別
の
実

態
」
（
『
部
落
解
放
研
究
』
一
一
一
一
一
号
、
ｎ
月
）

柴
山
恵
美
子
「
現
代
世
界
と
婦
人
解
放
Ｉ
『
婦
人
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
形
態

の
差
別
撤
廃
条
約
』
を
め
ぐ
っ
て
」
（
同
右
）

谷
木
寛
作
「
原
水
爆
問
題
に
見
る
差
別
」

（
『
部
落
解
放
』
一
五
六
号
、
ｎ
月
）

高
木
典
子
「
女
性
差
別
二
○
番
を
と
り
く
ん
で
」
（
同
右
）

田
中
充
「
現
代
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
被
差
別
階
層
者
の
企
業
経
営
対
策
課

題
ｌ
『
ホ
ワ
イ
ト
・
ハ
ウ
ス
中
小
企
業
会
議
一
九
八
○
年
』
か
ら
の
教
訓
」

（
『
部
落
解
放
』
一
五
七
号
、
ｎ
月
）

宮
崎
繁
樹
「
（
本
の
紹
介
）
部
落
解
放
研
究
所
編
『
日
本
に
お
け
る
差
別
と

人
権
』
」
（
同
右
）

金
井
律
子
「
康
治
の
完
全
転
校
実
現
の
日
ま
で
」

大
久
保
定
「
被
爆
者
の
子
と
し
て
」

紀
野
鉄
男
「
ヤ
マ
ト
の
ウ
チ
ナ
ン
チ
ュ
と
し
て
」

谷
口
智
彦
「
上
福
岡
三
中
は
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
る
の
か
」

関
西
水
俣
病
患
者
の
会
事
務
局
「
水
俣
病
は
終
わ
っ
た
の
か
」

内
山
一
雄
「
第
二
回
在
日
朝
鮮
人
教
育
研
究
全
国
集
会
報
告
ｌ
子
ど
も
を
真

中
に
、
親
と
教
師
を
つ
な
ぐ
も
の
」
（
同
右
）

青
木
英
五
郎
「
陪
審
裁
判
の
す
す
め
Ｉ
冤
罪
防
止
と
国
民
の
司
法
参
加
の
た

め
に
（
上
）
」
（
『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
二
四
○
号
、
ｎ
月
）

青
木
英
五
郎
「
陪
審
裁
判
の
す
す
め
ｌ
冤
罪
防
止
と
国
民
の
司
法
参
加
の
た

め
に
（
下
）
」
（
『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
二
四
一
号
、
ｎ
月
）

瀬
戸
内
晴
美
「
誤
判
・
裁
く
も
の
は
だ
れ
か
Ｉ
富
士
茂
子
さ
ん
と
共
に
闘
っ

た
二
一
年
」
（
同
右
）

へ
女
た
ち
は
い
ま
変
わ
る
Ｉ
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
会
議
と
女
性
差
別
撤
廃
条

約
〉
（
『
あ
ご
ら
』
一
一
三
号
、
ｎ
月
）

へ
特
集
ｖ
「
働
く
婦
人
と
男
女
差
別
」

（
『
季
刊
労
働
法
』
二
八
号
、
ｎ
月
）

へ
特
集
ｖ
「
世
界
の
障
害
児
教
育
」
（
『
福
祉
労
働
』
九
号
、
ｎ
月
）

大
阪
・
巧
教
職
員
組
合
連
絡
会
「
み
ん
な
一
緒
に
学
校
へ
行
く
ん
や
Ｉ
「
普

通
」
学
級
で
学
ぶ
「
障
害
」
児
教
育
の
実
践
』
（
現
代
書
館
、
ｎ
月
）

日
本
弁
護
士
連
合
会
国
会
等
対
策
会
議
再
審
法
改
正
部
会
『
日
弁
連
再
審
通

信
』
比
別
（
同
上
、
ｎ
月
）

人
権
擁
護
協
力
会
人
権
通
信
編
集
部
「
人
権
通
信
」
叱
朗
（
同
上
、
ｎ
月
）

宮
崎
陸
太
郎
『
障
害
児
が
い
て
見
え
て
き
た
Ｉ
大
阪
で
は
こ
う
し
て
受
け
入
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Ｉ 
【
社
会
啓
発
】

香
野
貞
人
「
堺
市
と
福
知
山
市
の
企
業
が
ド
ッ
キ
ン
グ
ー
部
落
差
別
と
た
た

か
う
両
市
の
企
業
が
交
流
会
開
催
」
（
『
部
落
解
放
』
’
五
五
号
、
如
月
）

村
上
博
光
「
戦
後
社
会
同
和
教
育
の
歴
史
と
課
題
」

（
『
部
落
問
題
研
究
」
六
五
号
、
ｎ
月
）

長
谷
川
善
計
「
市
民
啓
発
は
こ
れ
で
よ
い
の
か
（
中
）
Ｉ
市
民
団
体
と
行
政

の
問
題
を
中
心
に
」
（
「
月
刊
部
落
問
題
」
四
七
号
、
ｎ
月
）

へ
特
集
〉
「
市
民
啓
発
の
考
え
方
。
進
め
方
」

（
『
部
落
』
三
九
八
号
、
ｎ
月
）

長
谷
川
善
計
・
竹
内
隆
夫
「
市
民
啓
発
の
現
状
と
問
題
点
」

東
上
高
志
「
市
民
啓
発
の
課
題
と
す
す
め
方
」

長
谷
川
善
計
「
市
民
啓
発
は
こ
れ
で
よ
い
の
か
（
下
）
Ｉ
市
民
団
体
と
行
政

の
問
題
を
中
心
に
」
（
『
月
刊
部
落
問
題
』
四
八
号
、
ｎ
月
）

東
寿
隆
「
第
加
回
社
会
教
育
研
究
全
国
集
会
報
告
〈
第
一
部
門
第
一
一
分
科

会
〉
差
別
・
人
権
問
題
と
社
会
教
育
」

（
『
月
刊
社
会
教
育
』
一
一
八
三
号
、
ｎ
月
）

へ
特
集
〉
「
『
人
権
の
学
習
』
何
を
基
本
に
す
え
る
か
」

（
『
社
会
科
教
育
』
二
○
九
号
、
ｎ
月
）

横
田
三
郎
「
全
て
の
差
別
・
特
権
と
の
闘
い
の
自
覚
、
そ
の
た
め
の
集

団
の
必
要
性
の
認
識
」

村
越
末
男
「
専
制
と
差
別
と
戦
争
に
反
対
す
る
教
育
を
」

宮
崎
繁
樹
「
人
権
の
学
習
を
め
ぐ
る
基
本
的
課
題
を
解
明
す
る
」

編
集
部
「
女
と
仕
事
６
１
と
も
に
歩
む
た
め
に
」
（
同
右
）

森
田
益
子
「
（
人
間
の
記
録
）
女
な
ら
こ
そ
」
（
同
右
）

福
地
幸
造
「
続
・
残
硯
周
辺
（
７
）
Ｉ
「
党
に
つ
い
て
』
・
中
野
重
治
論

控
」
（
同
右
）

部
落
民
謡
研
究
会
「
滋
賀
県
の
未
解
放
部
落
『
民
謡
調
査
』
中
間
報
告
」

（
『
部
落
問
題
研
究
』
六
五
号
、
ｎ
月
）

土
方
鉄
「
〈
批
評
と
紹
介
〉
田
中
克
彦
『
こ
と
ば
の
差
別
』
Ｉ
言
語
差
別

追
究
の
意
図
は
十
分
だ
が
言
語
エ
リ
ー
ト
の
発
想
も
」

（
『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
二
二
九
号
、
ｎ
月
）

高
畠
寛
「
（
書
評
）
世
界
史
と
の
同
時
性
ｌ
『
地
鳴
り
』
村
田
拓
小
説
集

１
」
（
『
文
学
学
校
』
’
八
七
号
、
ｎ
月
）

上
野
清
士
「
差
別
へ
の
混
然
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
魅
カ
ー
八
木
晃
介
著
『
差
別

の
意
識
構
造
』
」
（
『
別
冊
の
本
』
一
一
七
号
、
ｎ
月
）

沖
浦
和
光
「
日
本
文
化
史
に
お
け
る
賎
民
文
化
の
位
置
②
ｌ
日
本
文
化
の
源
・

流
と
賎
民
制
の
形
成
・
大
陸
文
化
と
の
関
係
」

（
『
解
放
新
聞
』
九
九
○
号
、
ｎ
月
）

川
元
祥
一
「
虚
構
の
陽
（
連
載
小
説
第
Ⅳ
回
）
」

（
『
部
落
解
放
』
一
五
六
号
、
ｎ
月
）

へ
創
る
ｌ
み
ん
な
で
つ
く
る
文
化
の
ペ
ー
ジ
〉
（
同
右
）

近
藤
計
三
「
（
本
の
紹
介
）
『
部
落
解
放
詩
集
・
太
陽
も
お
れ
た
ち
の
、
も
の

で
は
な
い
の
か
』
」
（
同
右
）

斉
藤
律
子
「
向
田
の
盆
踊
唄
と
仕
事
唄
Ｉ
福
岡
県
連
向
田
支
部
を
た
ず
ね

て
」
（
『
部
落
解
放
史
ふ
く
お
か
』
」
一
一
○
・
一
一
一
号
、
ｎ
月
）

小
林
初
枝
「
人
間
の
記
録
ｌ
遠
か
っ
た
道
の
り
」

れ
た
』
（
一
一
一
一
書
房
、
１
９
８
０
年
８
月
）

…
ご
』
』
弍
蔦
ｉ
甚
雀
…
ｆ
Ｉ
１
ｙ
圖
「
。
ｆ
汗
へ
猟
船
幅
，
鮭
；
Ｆ
Ｔ
ｉ
料
一
場
較
貯
ｆ
Ｆ
へ
摩
鈩
恢
Ｌ
や
》
い
燃
臘
ｒ
〈
嵐
睡
卦
朧
綻
僅
溌
；
ｆ
徽
麟
（
峰
」
鷺
べ
（
雇
○
勝
骨
鰹
・
Ｉ
肥
…
陰
一
Ｆ
…
胆
へ
辰
犀
」
γ
二
鐘

元
木
健
「
人
権
教
材
の
取
上
げ
方
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
ど
こ
か
」
ほ

か

「
蓮
如
と
そ
の
母
」
映
画
製
作
推
進
委
員
会
「
映
画
蓮
如
と
そ
の
母
」

（
『
月
刊
滋
賀
の
部
落
』
五
八
号
、
ｎ
月
）

泉
佐
野
市
ほ
か
『
し
あ
わ
せ
７
』
（
同
上
、
ｎ
月
）

木
津
護
「
『
身
元
調
査
』
と
人
権
草
の
根
運
動
」

（
『
部
落
解
放
』
’
五
八
号
、
ｎ
月
）

中
川
喜
代
子
「
大
阪
府
民
の
意
識
調
査
結
果
と
社
会
啓
発
」
（
同
右
）

香
野
貞
人
「
企
業
と
部
落
問
題
」
（
同
右
）

村
上
博
光
「
（
動
向
）
教
育
・
社
会
同
和
教
育
の
現
状
と
問
題
Ｉ
社
会
教
育

研
究
全
国
集
会
か
ら
」
（
『
部
落
』
三
九
九
号
、
ｎ
月
）

北
九
州
同
和
対
策
推
進
協
議
会
『
よ
あ
け
（
同
和
問
題
研
修
資
料
Ⅷ
）
』

（
同
上
、
ｎ
月
）

川
元
祥
一
「
虚
構
の
陽
（
連
載
小
説
第
珀
回
）
」

（
「
部
落
解
放
」
一
五
五
号
、
ｎ
月
）

へ
創
る
Ｉ
み
ん
な
で
つ
く
る
文
化
の
ペ
ー
ジ
〉
（
同
右
）

へ
特
集
〉
「
伝
承
と
創
造
」
（
『
解
放
教
育
』
一
一
一
七
号
、
ｎ
月
）

土
方
鉄
「
被
差
別
部
落
の
伝
承
文
化
」

更
池
編
集
委
員
会
「
男
は
唄
わ
ん
、
女
の
唄
Ｉ
被
差
別
部
落
に
埋
も
れ

て
あ
る
守
唄
」

更
池
子
ど
も
会
「
『
語
り
伝
え
た
い
た
だ
一
つ
の
こ
と
』
を
演
ず
る
ま

で
」

（
『
解
放
教
育
』
一
二
八
号
、
ｎ
月
）

福
地
幸
造
「
続
・
残
硯
周
辺
（
８
）
Ｉ
『
党
に
つ
い
て
』
」
（
同
右
）

野
間
宏
・
沖
浦
和
光
「
〈
対
談
〉
〈
漂
泊
と
芸
能
〉
の
世
界
Ｉ
門
付
け
芸
の

意
味
す
る
も
の
」
（
『
差
別
と
た
た
か
う
文
化
』
九
号
、
ｎ
月
）

梅
沢
利
彦
「
（
こ
と
ば
）
西
光
万
吉
・
再
論
１
「
文
学
の
中
の
被
差
別
部
落

像
。
戦
前
篇
』
を
ま
と
め
て
」
（
同
右
）

阪
本
ニ
シ
子
「
（
こ
と
ば
）
『
ダ
イ
ヤ
が
光
る
と
き
」
を
読
ん
で
」
（
同
右
）

池
田
浩
士
「
六
○
年
代
の
表
現
か
ら
、
そ
し
て
い
ま
ｌ
塩
見
鱒
一
郎
の
作
品

を
中
心
に
」
（
『
新
日
本
文
学
』
三
九
九
号
、
ｎ
月
）

古
賀
忠
昭
・
塩
見
鮮
一
郎
「
往
復
書
簡
Ｉ
な
ぜ
差
別
を
描
く
か
」

（
『
同
時
代
批
評
』
二
号
、
ｎ
月
）

塩
見
鮮
一
郎
「
表
現
と
し
て
の
『
差
別
語
』
」

（
『
伝
統
と
現
代
』
六
七
号
、
ｎ
月
）

沖
浦
和
光
「
日
本
文
化
史
に
お
け
る
賎
民
文
化
の
位
置
③
Ｉ
君
主
制
と
賎
民

制
と
の
両
極
的
対
抗
関
係
・
律
令
国
家
群
の
形
成
」

（
『
解
放
新
聞
』
九
九
四
号
、
ｎ
月
）

小
沢
昭
一
・
土
方
鉄
「
〈
対
談
〉
芸
人
バ
ン
ザ
イ
（
上
）
」

（
『
部
落
解
放
』
一
五
七
号
、
ｎ
月
）

川
元
祥
一
「
虚
構
の
陽
（
連
載
小
説
最
終
回
）
」
（
同
右
）

へ
創
る
Ｉ
み
ん
な
で
つ
く
る
文
化
の
ペ
ー
ジ
〉
（
同
右
）

編
集
部
「
女
と
仕
事
７
１
パ
ー
ト
で
始
ま
る
」

（
『
解
放
教
育
』
一
二
九
号
、
ｎ
月
）

池
田
栄
子
「
（
人
間
の
記
録
）
い
つ
ぺ
ん
ぶ
っ
ち
ゃ
け
と
も
た
る
か
」

（
同
右
）

【
文
化
・
思
想
】
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井
真
右
「
（
図
書
紹
介
）
部
落
解
放
詩
集
『
太
陽
も
お
れ
た
ち
の
も
の
で

は
な
い
の
か
』
」
（
同
右
）

池
田
浩
士
「
〈
全
体
〉
の
外
に
あ
る
も
の
Ｉ
塩
見
鱒
一
郎
の
作
品
を
中
心
に

（
そ
の
２
）
」
（
『
新
日
本
文
学
』
四
○
○
号
、
ｎ
月
）

山
下
菊
二
「
（
グ
ラ
ビ
ア
）
コ
ラ
ー
ジ
一
一
・
戦
争
と
狭
山
差
別
裁
判
」

（
『
季
刊
人
間
雑
誌
』
五
号
、
ｎ
月
）

沖
浦
和
光
「
日
本
文
化
史
に
お
け
る
賎
民
文
化
の
位
置
④
ｌ
・
中
国
・
朝
鮮
・

日
本
の
賎
民
制
そ
の
共
通
点
を
さ
ぐ
る
」
（
「
解
放
新
聞
』
、
ｎ
月
）

小
林
初
枝
『
死
ん
で
花
実
が
咲
く
も
の
か
Ｉ
武
州
部
落
の
項
と
生
活
」

（
解
放
出
版
社
、
ｎ
月
）

’ 
辻
本
正
敦
「
『
天
皇
（
制
）
』
に
よ
る
洞
部
落
強
制
移
転
の
実
相
」

（
『
奈
良
部
落
解
放
研
究
』
二
号
、
ｎ
月
）

原
田
伴
彦
「
宗
教
と
部
落
問
題
田
Ｉ
葬
式
さ
え
も
満
足
に
営
め
な
か
っ
た
部

落
」
（
『
南
御
堂
』
二
一
九
号
、
ｎ
月
）

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
同
朋
運
動
変
遷
史
編
纂
委
員
会
『
同
朋
運
動
史
年
表
』

（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
出
版
部
、
ｎ
月
）

仲
尾
俊
博
「
稜
と
賎
」

（
『
部
落
解
放
史
ふ
く
お
か
』
二
○
・
一
一
一
号
、
ｎ
月
）

林
久
良
「
『
薦
陀
羅
』
に
つ
い
て
」
（
同
右
）

原
田
伴
彦
「
宗
教
と
部
落
問
題
剛
Ｉ
山
林
解
放
闘
争
と
真
宗
僧
・
植
木
徹

誠
」
（
『
南
御
堂
』
二
二
○
号
、
ｎ
月
）

仲
尾
俊
博
「
宗
教
と
部
落
問
題
」
（
『
部
落
解
放
』
一
五
八
号
、
ｎ
月
）

（
『
差
別
と
た
た
か
う
文
化
』
九
号
、
ｎ
月
）

亀
井
ト
ム
「
部
落
史
の
基
本
観
点
と
今
後
の
展
開
」

（
『
同
時
代
批
評
』
二
号
、
ｎ
月
）

盛
田
嘉
徳
「
あ
の
入
こ
の
人
則
」

（
『
解
放
新
聞
』
大
阪
版
、
四
三
一
号
、
ｎ
月
）

小
見
山
富
恵
「
水
曜
会
で
高
橋
貞
樹
に
会
う
」

（
『
運
動
に
か
け
た
女
た
ち
』
所
収
、
ド
メ
ス
出
版
、
ｎ
月
）

井
上
清
「
天
皇
制
と
部
落
問
題
」
（
『
部
落
解
放
』
’
五
八
号
、
ｎ
月
）

柴
田
啓
蔵
「
反
論
・
反
問
・
反
撃
」

（
『
部
落
解
放
史
ふ
く
お
か
』
二
二
号
、
ｎ
月
）

盛
田
嘉
徳
「
あ
の
入
こ
の
人
則
」

（
『
解
放
新
聞
』
大
阪
版
、
四
三
五
号
、
ｎ
月
）

糸
若
柳
子
「
向
野
水
平
社
の
思
い
出
」
（
同
右
）

小
林
茂
「
部
落
史
研
究
の
上
で
学
ぶ
も
の
」
（
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集

成
（
第
二
五
巻
）
編
集
の
し
お
り
』
、
一
一
一
一
書
房
、
ｎ
月
）

清
原
美
寿
子
「
二
○
○
○
号
記
念
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
〉
西
光
さ
ん
平
和
運
動

に
徹
す
Ｉ
清
原
美
寿
子
さ
ん
を
た
ず
ね
て
」
（
『
解
放
新
聞
」
一
○
○
○

号
、
ｎ
月
）

亀
井
ト
ム
「
部
落
史
論
争
の
批
判
Ｉ
本
当
の
転
換
と
み
せ
か
け
の
転
換
」

（
『
現
代
の
眼
」
二
五
二
号
、
ｎ
月
）

原
田
伴
彦
・
秋
定
嘉
和
「
部
落
（
二
）
』
〈
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
第
二

五
巻
〉
（
一
一
一
一
書
房
、
ｎ
月
）

【
宗
教
】

【
前
近
代
】

近
藤
祐
昭
「
水
平
社
運
動
と
東
西
本
願
寺
教
団
」

（
「
部
落
解
放
史
ふ
く
お
か
』
二
二
号
、
ｎ
月
）

原
田
伴
彦
「
宗
教
と
部
落
問
題
則
Ｉ
氏
神
例
祭
で
の
差
別
」

（
『
南
御
堂
』
一
一
二
一
号
、
ｎ
月
）

【
通
史
】

梅
本
光
雄
・
長
門
隆
明
・
長
門
次
義
「
〈
座
談
会
〉
『
水
平
社
」
時
代
を
語

る
」
（
『
な
が
さ
き
部
落
解
放
研
究
』
創
刊
号
、
ｎ
月
）

磯
本
恒
信
「
私
が
そ
の
部
落
民
だ
Ｉ
長
崎
に
生
き
て
」
（
同
右
）

岩
戸
静
枝
「
私
の
生
い
た
ち
Ｉ
『
浦
上
』
だ
け
が
」
（
同
右
）

盛
田
嘉
徳
「
あ
の
入
こ
の
人
卿
」

（
『
解
放
新
聞
』
大
阪
版
、
四
二
七
号
、
ｎ
月
）

米
田
富
「
緊
張
し
て
、
は
じ
め
て
の
糾
弾
に
Ｉ
こ
の
人
に
聞
く
卿
」

（
同
右
）

へ
追
悼
・
松
崎
武
俊
１
人
と
そ
の
研
究
〉

（
『
部
落
解
放
史
ふ
く
お
か
』
二
○
・
二
一
号
、
ｎ
月
）

中
村
正
夫
「
部
落
史
か
ら
部
落
解
放
史
へ
Ｉ
松
崎
史
学
の
到
達
点
」

広
渡
正
利
「
松
崎
武
俊
収
集
文
書
に
つ
い
て
」

安
蘇
龍
生
「
『
生
産
と
労
働
』
の
視
点
の
中
で
」

（
資
料
）
「
松
崎
武
俊
年
譜
」

（
資
料
）
｜
‐
松
崎
武
俊
著
作
目
録
」

（
｜
路
）
「
（
図
書
紹
介
）
信
州
農
村
開
発
史
研
究
所
編
「
水
と
村
の
証
言

ｌ
五
郎
兵
衛
新
田
物
語
』
」
（
『
解
放
教
育
』
一
二
八
号
、
ｎ
月
）

近
森
敏
夫
「
高
知
県
赤
岡
の
歴
史
」

増
田
史
郎
亮
「
長
崎
に
お
け
る
被
差
別
部
落
強
制
移
住
の
諸
情
況
（
そ
の

一
）
」
（
『
な
が
さ
き
部
落
解
放
研
究
』
創
刊
号
、
ｎ
月
）

姫
野
順
一
・
若
木
太
一
「
〈
史
料
篇
〉
島
原
藩
被
差
別
部
落
関
係
」
（
同
右
）

塚
田
孝
「
近
世
後
期
に
お
け
る
江
戸
の
非
人
と
町
方
」

（
「
部
落
問
題
研
究
』
六
五
号
、
ｎ
月
）

弁
ケ
田
良
治
「
ロ
丹
波
地
方
の
部
落
に
つ
い
て
Ｉ
鑓
牛
馬
処
理
権
と
入
会
を

め
ぐ
っ
て
」
（
同
右
）

井
手
幸
喜
「
（
動
向
）
研
究
・
近
世
に
お
け
る
賤
民
制
研
究
と
地
域
社
会
Ｉ

歴
史
科
学
協
議
会
第
十
四
回
大
会
」
（
『
部
落
』
’
一
一
九
七
号
、
ｎ
月
）

落
合
重
信
「
部
落
の
起
源
（
４
）
」
（
「
月
刊
部
落
問
題
』
四
七
号
、
ｎ
月
）

土
井
作
治
「
広
島
藩
の
非
人
支
配
に
つ
い
て
」

（
『
芸
備
地
方
史
研
究
』
一
二
八
号
、
ｎ
月
）

網
野
善
彦
『
日
本
中
世
の
民
衆
像
Ｉ
平
民
と
職
人
』
〈
岩
波
新
書
一
三
六
〉

（
岩
波
書
店
、
ｎ
月
）

臼
井
寿
光
『
兵
庫
の
部
落
史
Ｉ
近
世
部
落
の
成
立
と
展
開
』

（
神
戸
新
聞
出
版
セ
ン
タ
ー
、
皿
月
）

武
田
義
友
「
『
坂
ノ
者
』
ヤ
シ
キ
の
地
形
性
に
つ
い
て
Ｉ
長
曽
我
部
地
検
帳

を
素
材
と
し
て
」
（
「
部
落
解
放
研
究
』
二
三
号
、
ｎ
月
）

小
林
茂
「
（
書
評
）
安
達
五
男
著
『
被
差
別
部
落
の
史
的
研
究
」
」

（
同
右
）

東
義
和
「
部
落
史
研
究
と
地
域
史
Ｉ
布
引
敏
雄
箸
「
長
州
藩
部
落
解
放
史

研
究
』
に
寄
せ
て
」
（
同
右
）

脇
田
修
「
近
世
部
落
史
の
到
達
点
Ｉ
松
崎
武
俊
の
偉
業
に
よ
せ
て
」

（
『
部
落
解
放
史
ふ
く
お
か
』
一
一
○
・
二
一
号
、
ｎ
月
）

〕ｐ；ぜＩ１，ｔ，「’ＶｈａｒＬが壇‐トホ’・捗“璽獅鮴勘＃す９母，ｆ瞭几》いⅢ伽ひシ・》」ざ？》ほぞ一寵「」・民ゾジ血尿，◇しＰ官《；で」ＦＰ傘【』』砿もⅡｒＦ０但与、』←↓臥１ヶ睦薩・←酋一」
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イ
ァ
ン
・
ニ
ァ
リ
ー
「
『
改
善
』
か
ら
『
解
放
』
へ
Ｉ
改
善
運
動
の
水
平
社

発
展
に
対
す
る
貢
献
」
（
同
右
）

大
塚
正
文
「
熊
本
県
近
代
部
落
解
放
史
覚
書
」
（
同
右
）

浅
尾
篤
哉
「
全
国
水
平
社
の
創
立
と
西
光
万
吉
」

（
『
国
史
学
研
究
』
六
号
、
竜
谷
大
学
国
史
学
合
同
研
究
室
、
ｎ
月
）

白
石
正
明
「
上
田
静
一
と
田
中
親
友
夜
学
校
⑧
Ｉ
自
ら
先
頭
に
北
海
道
へ
移

住
」
（
『
京
都
部
落
史
研
究
所
報
』
三
五
号
、
ｎ
月
）

編
集
部
「
大
正
初
期
の
融
和
行
政
ｌ
『
明
治
の
光
』
研
究
、
」

（
『
月
刊
滋
賀
の
部
落
』
五
七
号
、
ｎ
月
）

谷
口
勝
己
「
滋
賀
県
に
お
け
る
部
落
解
放
運
動
Ｉ
同
和
教
育
運
動
史
の
た

め
に
⑪
」
（
同
右
）

高
市
光
男
『
愛
媛
近
代
部
落
問
題
資
料
（
下
）
」

（
近
代
史
文
庫
大
阪
研
究
会
、
ｎ
月
）

鈴
木
良
「
日
本
近
代
史
研
究
に
お
け
る
部
落
問
題
の
位
置
」

（
『
歴
史
評
論
』
三
六
八
号
、
ｎ
月
）

中
島
智
枝
子
「
協
同
夜
学
校
の
設
立
に
つ
い
て
」

（
『
京
都
部
落
史
研
究
所
報
』
一
一
一
六
号
、
ｎ
月
）

松
井
久
吉
・
大
源
実
・
寺
本
知
・
渡
部
徹
「
〈
千
号
記
念
座
談
会
〉
戦
後
の

運
動
ふ
り
か
え
る
」
（
『
解
放
新
聞
』
’
○
○
○
号
、
ｎ
月
）

編
集
部
「
大
正
初
期
の
融
和
行
政
ｌ
『
明
治
の
光
』
研
究
⑧
」

（
『
月
刊
滋
賀
の
部
落
』
五
八
号
、
ｎ
月
）

谷
口
勝
己
「
滋
賀
県
に
お
け
る
部
落
解
放
運
動
ｌ
同
和
教
育
運
動
史
の
た
め

に
⑫
」
（
同
右
）

大
宰
夏
身
『
近
代
被
差
別
部
落
史
研
究
』
（
明
石
書
店
、
１
９
８
０
年
９
月
）

船
越
三
「
部
落
解
放
史
研
究
に
お
け
る
松
崎
説
の
意
義
」
（
同
右
）

永
尾
正
剛
「
小
倉
藩
被
差
別
部
落
の
構
造
Ｉ
農
業
・
家
族
・
通
婚
」
（
同
右
）

能
美
安
男
「
福
岡
藩
安
政
の
改
革
と
被
差
別
部
落
覚
書
」
（
同
右
）

高
田
寛
明
「
『
皮
工
・
孫
左
衛
門
』
補
足
老
ｌ
播
州
室
津
と
高
木
村
に
お
け

る
皮
革
業
」
（
同
右
）

松
尾
隼
一
「
天
保
十
三
年
豊
前
小
倉
藩
の
差
別
法
令
Ｉ
『
田
野
浦
村
庄
屋
文

書
』
の
紹
介
」
（
同
右
）

古
賀
幸
雄
・
鶴
久
二
郎
「
稔
多
弾
左
衛
門
跡
式
訴
え
帳
付
１
弾
左
衛
門
由
緒

書
」
（
同
右
）

落
合
重
信
「
部
落
の
起
源
（
第
５
回
）
」

（
『
月
刊
部
落
問
題
』
四
八
号
、
ｎ
月
）

宮
田
伊
津
美
「
岩
国
領
の
被
差
別
民
に
つ
い
て
」

（
『
山
口
県
地
方
史
研
究
』
四
四
号
、
ｎ
月
）

芳
賀
登
「
（
本
の
紹
介
）
井
上
準
之
助
著
『
近
世
農
村
産
業
史
論
」
」

（
部
落
解
放
』
一
五
七
号
、
ｎ
月
）

盛
田
嘉
徳
「
被
差
別
部
落
の
始
ま
り
」
（
『
部
落
解
放
』
’
五
八
号
、
ｎ
月
）

落
合
重
信
「
部
落
の
起
源
（
第
６
回
）
」

（
『
月
刊
部
落
問
題
』
四
九
号
、
ｎ
月
）

東
義
和
一
‐
〈
批
評
と
紹
介
〉
石
田
善
人
監
修
、
臼
井
寿
光
編
著
『
兵
庫
の

部
落
史
Ｉ
近
世
部
落
の
成
立
と
展
開
』
Ｉ
地
域
差
、
支
配
政
策
の
多
様
さ

を
総
体
的
に
把
え
た
叙
述
史
」

（
『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
’
’
三
九
号
、
ｎ
月
）

藤
本
漬
二
郎
「
近
世
賎
民
制
の
展
開
と
地
域
社
会
Ｉ
泉
州
南
王
子
村
を
中
心

と
し
て
」
（
『
歴
史
評
論
』
三
六
八
号
、
ｎ
月
）

｜
‐
｜
、
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’
一
一
浦
圭
一
「
中
世
か
ら
近
世
初
頭
に
か
け
て
の
和
泉
国
に
お
け
る
賤
民
生
活

の
実
態
」
（
同
右
）

芝
英
一
「
田
辺
領
と
部
落
問
題
序
章
」

（
『
く
ら
く
ま
の
』
四
六
号
、
紀
南
文
化
財
研
究
会
、
ｎ
月
）

松
崎
武
俊
「
福
岡
領
に
お
け
る
近
世
被
差
別
部
落
の
農
業
化
に
つ
い
て
」

（
『
福
岡
藩
社
会
経
済
史
の
研
究
』
所
収
、
ｎ
月
）

【
近
現
代
】

磯
本
恒
信
「
長
崎
県
の
被
差
別
部
落
史
と
現
況
」

（
『
な
が
さ
き
部
落
解
放
研
究
』
創
刊
号
、
ｎ
月
）

編
集
部
「
（
資
料
）
地
方
改
善
事
業
の
推
移
（
大
正
一
四
年
よ
り
昭
和
一
六

年
ま
で
）
」
（
同
右
）

井
□
和
起
「
近
代
天
皇
制
論
に
つ
い
て
」

（
『
部
落
問
題
研
究
』
六
五
号
、
ｎ
月
）

鈴
木
良
「
天
皇
制
と
部
落
問
題
」
（
同
右
）

藤
野
豊
「
融
和
団
体
『
同
愛
会
』
史
論
ｌ
水
平
社
・
内
務
省
と
の
関
係
の

考
察
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
四
八
五
号
、
ｎ
月
）

白
石
正
明
「
上
田
静
一
と
田
中
親
友
夜
学
校
②
ｌ
夜
学
の
危
機
と
帝
国
公
道

会
へ
の
接
近
」
（
『
京
都
部
落
史
研
究
所
報
』
三
四
号
、
ｎ
月
）

紫
村
一
重
「
筑
前
竹
槍
一
摸
研
究
の
視
点
Ｉ
松
崎
武
俊
論
文
の
視
点
と
問
題

点
」
（
『
部
落
解
放
史
ふ
く
お
か
』
二
○
・
二
一
号
、
ｎ
月
）

白
石
正
明
「
公
明
会
と
そ
の
同
人
た
ち
ｌ
智
覚
・
’
’
’
十
二
一
・
争
水
」
（
同
右
）

大
串
夏
身
「
明
治
中
期
の
福
岡
県
下
の
皮
革
産
業
の
統
計
に
つ
い
て
ｌ
『
福

岡
県
勧
業
年
報
』
・
『
福
岡
県
統
計
書
』
を
中
心
と
し
て
」
（
同
右
）

■
１
１
 

南王子村文書刊行会編（700部限定）

大阪府南王子村文書全五巻完結
Ａ５判・上質紙・上製・箱入・各巻1,000頁前後セット価格49,000円

送料1,200円

第１巻戸口､行政。第２巻行政､村会､財政。第３巻
財政､租税。第４巻租税､地方税不納、金融､村方惑乱､警
察､裁判､土地､土木・水利､衛生､共同風呂。第５巻産業、
教育､宗教､文化､相撲､法令､私文書。
大阪府泉北郡南王子村の戸長文書（明治５年～明治22年)。１日和泉国泉郡南

王子村の人々は近世を通じて、差別と屈辱に耐えて生きねばならなかった。そ
の記録は、先に『奥田家文書』全15巻にまとめて編集・刊行を完了したが、本
書はそれに続いて、近代初期の社会変革期の部分をまとめたものである。被差
別部落の近代初頭に関するまとまった史料が乏しく、系統的に村内外の出来事
を把握できる資料の刊行は、いまだ例がない。新しい社会体制の中で、苦闘し
ていく姿が初めて明確にされることになった。部蓉史研究の空白部分をみたす
史料である。特に、町村制実施までの戸長制の実態、村民の生活の実相は、今
後の研究に多くの好資料を提供する。研究家必読の史料集。

発行社団法人部落解放研究所 発売解放出版社




